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本当に男性は女性よりも衝動的か？本当に男性は女性よりも衝動的か？本当に男性は女性よりも衝動的か？本当に男性は女性よりも衝動的か？    

〜脳機能から見る男女の違い〜〜脳機能から見る男女の違い〜〜脳機能から見る男女の違い〜〜脳機能から見る男女の違い〜    

脳波計測を利用した心理実験から、衝動性をコントロールする抑制機能は、注意

制御の段階において、脳機能レベルで男女の差が生じることがわかりました。さら

に男性においてのみ、その差が個人の注意制御能力の高低と関係していることを明

らかにし、性差に特異的な抑制機能の脳内メカニズムの存在を発見しました。 

 従来から男性は女性よりも衝動性が高く、拙速に行動しやすく、時に攻撃的だと

考えられてきました。果たしてこれは本当でしょうか？確かに、衝動性を上手にコ

ントロールすることは、社会適応的に生きていく上で大切な能力と言えます。男性

と女性にこのような行動上の違いがあるとすれば、その違いはどこから生まれるの

でしょうか？ 

 今回私たちの研究室は、ある認知活動に伴う脳活動を反映する脳波の一つ「事象

関連電位」から、衝動性をコントロールする能力（抑制機能）の性差を検討しまし

た。ある刺激が出現した場合に反応抑制が要求されるGo/Nogo課題遂行中の事象関

連電位を多チャンネル高密度脳波計で測定しました。特に、抑制機能を反映すると

される事象関連電位成分（N2、P3）に着目し、その振幅が衝動性傾向や性差にど

のように影響されるのかを調べました。その結果、課題成績に差は無くとも、Nogo

条件時のN2振幅は、女性よりも男性の方が大きいことがわかりました。続くP3振

幅には差がありませんでした。さらに、男性では、衝動性傾向を測定する質問紙

BIS-11の注意制御に関する下位尺度得点が高いほど、かつ認知の制御能力を測定す

る質問紙Effortful Controlの注意制御に関する下位尺度得点が低いほど、N2振幅

が小さいことが確認されました。つまり、男性においてのみ、衝動性を注意機能レ

ベルで制御する能力が高いほど、N2振幅が大きい（抑制機能が効率よく機能してい

る）ことになります。このように、抑制機能における注意の実行制御には脳機能レ

ベルで性差が存在し、性別によりそのバラツキの程度が異なることを発見しました。 

 この研究から、反応抑制を求められる事象に対して、男女同等のパフォーマンス

を発揮するとしても、女性は事象を評価する処理の初期段階で注意機能が安定的に

働くのに対して、男性は注意制御能力の個人差によりその機能の変動が大きいこと

が示唆されます。つまり、女性は誰しも比較的安定して事象を捉えられるのに対し、

男性は詰まるところその人による

．．．．．．

ところが大きいことが推測されます。従来から男

性が女性よりも衝動的と考えられてきた背景には、このような性差に特異的な抑制

機能の脳内メカニズムが深く関与している可能性が考えられます。本研究の成果は、

疫学的に男性の罹患率が高いことが知られている、抑制機能の不全を示す注意欠陥

多動性障害(ADHD)の障害特性を説明する材料につながることも期待されます。 



 

 本研究は文部科学省科学研究費補助金の助成を受けて行われました。 

 本研究成果は、認知神経科学誌のBrain and Cognition誌に掲載されます（1１月

3日オンライン版掲載） 
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図 1. 反 応 抑 制 を 求 め る Go/Nogo課 題 : 警 告 刺 激 (O)の 後 に 、 標 的 刺 激 (X)が 呈 示 さ れ た 場 合 の み に ボ タ ン 押 し 反 応 (Go

条 件 )を 行 い 、 そ れ 以 外 の 場 合 は ボ タ ン を 押 さ な い (Nogo条 件 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. Nogo条 件 時 に N2振 幅 の 男 女 差 が 認 め ら れ た 部 位 と 衝 動 性 の 注 意 制 御 尺 度 得 点 と の 相 関 関 係 : 男 性 の 方 が マ イ ナ ス

方 向 に N2振 幅 の 絶 対 値 が 大 き く （ 男 性 ＞ 女 性 ） 、 注 意 制 御 の 能 力 が 高 い ほ ど 、 そ の N2振 幅 が 大 き い  
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衝動性の注意制御に関する尺度得点と 
N2振幅との相関図 

 p = 0 


